
働生産性上昇の程度が緩慢で，さらに干害の影響もあって占有率は低下した。これに対して，品質向

上をはかり始めたが，生産費の上昇と労働生産性の低下にはばまれ，占有率は依然として低下した。

しかし，さらなる高品質化政策の継続による高価格のために占有率は回復・維持された。静岡の場合

は，元来高価格であった2・3月ぺ出荷時期を移動させる対応をとったが，占有率は低下した。しか

し，1～3月を中心として高品質化を図りつづけたため，占有率は回復の方向へむかった。

北埼玉における衣服製造業について

深　尾　博　子

　本研究では，近年急速に一般使用されてきた既製服の製造部門に焦点を当て，その実態を明白にす

ることを目的とした。

　日本国内には様々な特色をもった既製服産地（縫製業産地）がある。なかでも卓越しているのは東

京，大阪で両都府は日本における衣服産業（衣服卸売業をも含む）の2大拠点として発展してきた。

これに続くのが，愛知・岐阜を中心とする中部グループ，岡山を中心とする瀬戸内グループである。

いつれも，背後に大消費地をひかえており，衣服産業における地位は近年変動がない。本研究でフィ

ールドとして取り上げた埼玉県は，上記のグループに次ぐ生産地であるが，その歴史，地理的位置，

発展経過など他の産地とは異なる特異性を有する産地である。そこで，本研究では，埼玉県内でも特

に古くからの歴史をもつ衣服製造業産地である北埼玉地域を選んだ。なお，北埼玉地域とは行政上は

「県北地域」として区分される，熊谷市をはじめとする6市18町村の中の3市，すなわち行田市・羽

生市・加須市を中心とする地域とする。

　論文は，第1章から第IV章までで構i成されている。第1章（「日本の衣服産業」）においては，わ

が国の衣服産業の発展が，日華事変・関東大震災・第2次大戦といった歴史上の出来事によって，国

民の衣服生活が和装から洋装へと変化を遂げたことを契機としている点に着目して，その歴史を述べ

た。また，既製服が国民に急速に受け入れられた要因としては，第1に，機械化による大量生産方式

により，安価な製品であったことを挙げた。第2に，百貨店等の流通業者が積極的に既製服を取り扱

ったこと，第3に，サイズ・素材などに工夫がなされていたこと，第4に，衣服が消耗品化したこと

などを掲げた。

　また，製造品目については昭和40年頃を境界として，以後の婦人・子供服の生産が著しく，生産成

長率は紳士服のそれを遙かに凌いでいる。これは，衣服がファッシ・ン性を強く要求されるようにな

った結果であり，今後も婦人服の発展は継続すると思われる。

　第H章（「北埼玉地域の概観」）では，本論文のフィールドに関する概観を，その地理的位置，農

業，工業の観点から述べた。

　第∬章（「北埼玉地域の衣服産業」）は，3節に分けた。第1節では北埼玉産地を包含した埼玉県全

体の衣服産業について述べた。埼玉県は従来から，桐生・足利と並んで秩父地域の織物業が特化して

いたが，衣服製造業については，全国の全産業に対する比率が伸長しているのに対して，埼玉県は減
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退している。これに代わって，化学・金属・機械工業の比率が増加しているのは，東京の隣接県で首

都圏の中でも密接な関係にある県として成長していることを示している。また，県内各市の衣服製造

業に関する地域構造は，大宮・岩槻・春日部・越谷・川口などの東京都との隣接地域，行田・羽生・

加須・熊谷・深谷・本庄などの群馬県寄りの県北地域に2大分され，両地域の中間地に位置する北本

・桶川・久喜といった地域には，衣服製造業者の集積はないとした。

　第2節では，北埼玉産地の発展要因，発展経過について把握した。この地域は，明治中期まで古利

根川・古荒川などの自然堤防で実綿が栽培され，これを用いて綿織物，特に青縞（または盲縞）と呼

ばれるたて・横ともに紺染にした綿糸で織った木綿平織物の生産が盛んだった。青縞は綿花の栽培か

ら藍の栽培にいたるすべてを農家自身の手で生産された綿織物で，着物のほか足袋・手甲・腹掛・半

被などの材料としても用いられた。後に，行田を中心とする足袋の生産が優勢になると，青縞はもっ

ぱら足袋の材料として利用されるようになり，綿織物としての性格を失っていった。北埼玉地域の足

袋製造については，その起源を江戸時代中山道の熊谷宿に発しており，宿場内の副業的性格を帯びて

いた。この地域の足袋が特に伝統的な地場産業として発展しえた要因としては，第1に県内に秩父産

地の織物，前述した青縞を使用した綿織物といった豊冨な原料供給地が存在していたことが挙げられ

る。第2に，江戸時代から下級武士の婦女子による“足袋さし”の内職が忍藩の奨励を受けていたこ

とがある。北埼玉地域の中でも特に行田は，足袋問屋・製造卸を中心に下請加工業・内職層を形成し，

図2 埼玉県における衣服・その他の繊維製品製造業（従業者数）分布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和52年工業統計表（市町村編）より作成
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図3 県北5市の業種別工業比率（事業所数）

　　　　　　　　　　　　昭和52年工業統計（．市町村編）より作成
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製品は東京の足袋問屋や東北の衣料品小売店へ送った。これに対して，羽生・加須の両市は足袋自体

の生産よりはむしろ，足袋の用布とされた青縞の生産地域として栄え，両地域は補完関係にあった。

しかし，戦後の洋装化に伴ない，足袋の需要が激減したため，この代替業種として衣服製造業が台頭

してきた。この地域の衣服製造業発展の契機となったのは，昭和12年の日華事変の際，陸軍被服本廠

がこの地域に軍需被服の生産を依頼したことである。勿論，足袋の発展とともに手甲・脚絆などの作

業用和装品の生産は既に明治期から盛んではあったが，軍需産業としての被服縫製の形成が，北埼玉

産地のその後の発展に与えた影響は大きかった。敗戦後，行田・羽生・加須の各産地は従来からのズ

ボン・学生服・ジャンパー・ワイシャツといった規格品を中心に生産を開始し，この時点において既

に紳士服中心であった大阪，婦人服中心であった東京の産地との格差が顕著にみられる。

　第3節では，産地の現況を地域の経済の中で占める地位，製品の特性，生産形態，流通形態の観点

から考察した。これによって，北埼玉の衣服製造業が各市の工業の中でも基幹産業としての性格をも

つことが分った。また製品も，近年の台湾・韓国からの規格品の大量輸入に対処して，従来の簡易衣

服から付加価値の高い婦人・子供服中心に性格を変えてきている。生産・流通形態についても，従来

は地域内で生産し，足袋の販売ルートを利用して東北地方や東京方面に出荷していたが，近年では製

品の体質改善に伴ない，東京の百貨店や商社と提携を結び，地元では製品の生産機能のみを分担する

傾向にあり，大都市の下請工業的性格を帯びつつあることが分かった。

　第IV章（「地域の展望」）では，本研究のまとめとして，他の産地にはみられない足袋・青縞の生

産が，北埼玉地域における衣服製造業の発展を支えていたことを示した。しかし，同地域の衣服製造

業は戦前から戦後にかけて学生服・作業服生産を中心として，地域の地場産業としての性格を保って

きた。これが，東南アジアからの安価な製品の大量輸入や，国民の衣服に対するファッシ・ン性への

要求に対応して，従来からの学生服・作業服中心から，東京の業者と提携した婦人・子供服・紳士服

中心へと移行したことはそのまま，同地域の衣服製造業が，地場産業としての性格を喪失し，東京の

下請工業化したことを示すものといえよう。

　しかし，今後この地域が全く東京の下請工業地化すると一概にはいえない。現に，北埼玉産地内に

おける労働力不足も深刻化しつつあり，低賃金地域としてのメリットも薄れつつある。このため，東

京を核とする衣服生産圏が今後どの程度まで波及するかは，賃金・輸送二等の立地規定要因を加味し

て考える必要があるだろう。
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